
アルツハイマー型認知症リスク検査報告書

プロドロームエーディー

統計的なアルツハイマー型認知症の発症リスクを指標化したものです。

*本検査は疾患の診断や将来の疾患発症を確定するものではございません。

*基礎疾患やその他遺伝的要因等によってもアルツハイマー型認知症の発症リスクは変動いたします。



Prodrome-AD判定結果
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また、リスク管理のため本検査の継続的な受検をおすすめします。
*「低リスク」群であっても疾患の発症可能性が否定されるものではありません。

生活習慣を見直し健康的な生活習慣をこころがけましょう。
また、リスク管理のため問診による検査や本検査の定期的な受検
をおすすめします。 ※1年に1度程度

自覚症状や他者からの指摘がある場合には、医療機関ともご相談の上、
専門医の受診をご検討ください。
※必要に応じて認知機能検査などの受診もおすすめします。

※あくまでも一例です。必要に応じて専門医の受診や認知機能検査などの受診をおすすめします。

スコア: 9

高リスク群



アルツハイマー型認知症のリスク要因

アルツハイマー型認知症は、様々なリスク因子が関与しています。予防の第一歩としてリスク
要因を把握し、規則正しい生活習慣をこころがけましょう。

アルコール・喫煙 ストレス・社会的孤立

運動不足・肥満 糖尿病

認知症の高齢者の

29%は大量飲酒が原

因の認知症と考えられ

たという調査結果があ

ります。

孤独感を抱いている場合、

脳内での老廃物の蓄積が

進む可能性があり、アルツ

ハイマー型認知症の発症

リスクが高まります。

研究開始時に肥満であった人

は標準体重の人に比べて、認知

が明らかになったという研究が

あります。

久山町研究によると糖尿病

患者はアルツハイマー型認

知症の発症率が高いという

報告があります。

プラズマローゲンの量を改善するために・・・

プラズマローゲンは、体内では抗酸化作用の役割を果たしており、酸化ストレスによって引き
起こされるさまざまな病気などから私たちの身を守っていると考えられています。

ホタテ/ホヤなどの貝類、鶏むね肉に多く含まれており、効率的に摂取するためにはサプリメン
トも有効です。

ホタテ/ホヤ 鶏むね肉 サプリメント

不飽和脂肪酸が高含有であ
ることと、ヒトの脳組織に多く
存在するプラズマローゲンの
型が多いといわれています。

鶏由来プラズマローゲンはオ
レイン酸という抗酸化力の優
れた脂肪酸を多く含有してい
ます。鶏由来のプラズマロー
ゲンは、脳の神経細胞を保護
する有効な素材であると考え
られています。

日々の食生活を改善すること
が最も重要ですが、サプリメ
ントを活用することで効率的
にプラズマローゲンを摂取す
ることが可能です。

※Prodrome-ADは医師の診断を代替する検査ではありません。

※認知症の診断は、その他の健康診断の検査結果や精密検査の結果をもとに総合的に判断されるものです。



◆Prodrome-ADについて

検査概要

 本検査では6種類のプラズマローゲン血中濃度を測定しています。プラズマローゲンは、
脳の機能を健全にするために必要不可欠な成分です。プラズマローゲンが十分に存在して
いれば認知機能低下のリスクは低くなりますが、プラズマローゲンが減少すると認知機能が
低下すると考えられています。

 プラズマローゲンは認知症発症の前段階から減少すると考えられており、プラズマローゲ
ンの量を定期的に測定することで認知症の予防につながることが期待されます。定期的な
検査の受検に加えて、日々の生活習慣を改善し、予防に努めましょう。

結果について

プラズマローゲンの測定量によって低リスク群、中リスク群、高リスク群に分類しています。
統計的に高リスク群の場合は、低リスク群に属する方に比べて5倍、中リスク群の場合は、低
リスク群に属する方に比べて2倍以上認知症の発症リスクがあることが報告されています。

受検後の対応

生活習慣を見直してリスクの低減に努めるとともに、定期的な検査の受検をおすすめしま
す。日々の食生活からプラズマローゲンを積極的に摂ることを意識しましょう。

◆プラズマローゲンと認知機能について

日本人においてアルツハイマー型認知症
の可能性の高い80名の被験者群と認知
障害のない健常被験者群80名を比較し
たところ、アルツハイマー型認知症の可
能性の高い群で優位にプラズマローゲン
の量が減少していることが明らかになっ
ています。プラズマローゲンを積極的に
摂取することで認知機能の低下を予防し
ましょう。
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